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アルボウイルスサーベイランス（以下、サーベ

イランス）は、ウイルスの国内への侵入を早期に

察知することを目的に実施されており、その結

果は主に生産現場への注意喚起に役立てられて

いる。一方、長崎県での牛異常産ワクチンの接種

率は近年低下傾向にあり、サーベイランス結果

のみを用いた注意喚起には限界を感じている。

今回、サーベイランスで確認されたウイルスが、

実際に現場で異常産等を引き起こした症例に遭

遇したのでその概要とともに複数回実施した情

報周知の効果について報告する。

１ 症例概要及び情報周知について

（１）令和５年度のサーベイランスにおいて、管

内ではディアギュラウイルス（DAGV）、流行性出

血病ウイルス血清型６（EHDV-６）に対する抗体

が確認されたため、例年同様１月に当所季刊情

報誌でこれらウイルスの流行について周知を行

った（図－１）。

令和６年４月に診療獣医師から病性鑑定依頼が

あり、ミイラ胎子の病性鑑定を実施した結果、胎

子の脳と胎盤から EHDV-６の特異遺伝子が検出

された（症例１）。（写真－１）なお管内一部地

域においてミイラ胎子の娩出が複数発生してい

るとのことであった。この症例は５月にリーフ

レットで生産者に周知するとともに、７月には

家畜衛生対策推進会議で管内獣医師に説明のう

え、病性鑑定への協力を求めた。

（２）令和６年度のサーベイランスにおいて、管

内では前年に引き続き EHDV-６が確認されたほ

か、アイノウイルス（AINV）も確認された。令和

６年10月には診療獣医師から嚥下困難及び流涎

を呈する成牛の病性鑑定依頼があり、発症牛及

び同居牛１頭の洗浄血球から EHDV-６の特異遺

伝子が検出され、その関与が強く疑われた（症例

２）(写真－２)。

この症例については、サーベイランス結果とと

もに管内全診療獣医師宛に電子メールで周知を



行った。

（３）同年12月、別農場で死産に関する病性鑑

定依頼があり、各種検査結果からAINV感染症と

診断された（症例３）。当該農場では８月から12

月の間に８例の死産が発生しており、異常産ワ

クチンは未接種であった。本症例とサーベイラ

ンス結果は令和７年１月の季刊情報誌にて周知

し、同年２月に開催された当所主催の会議で診

療獣医師を含む関係者に対し、異常産ワクチン

の接種を生産者へ推奨していくよう協力を求め

た。

２ まとめ

サーベイランス結果とともに実際の症例を交

えて複数回周知したことにより、農家及び管内

診療獣医師の危機意識を向上させ、例年５例程

度であった異常産関連の病性鑑定依頼数が令和

６年度には16例に増加した（図－２）。依頼件

数の増加が異常産関連ウイルスの摘発につなが

り、その結果を周知することでさらに意識を向

上させるという好循環が生まれた（図－３）。

３ 今後の課題

今回、実際の症例を交えて複数回情報周知し

た結果、異常産関連の病性鑑定依頼数は増え、危

機意識向上につながったが、最終的な目的は管

内の異常産ワクチンの接種率を高めることであ

るため、今後も効果的な情報周知、指導方法につ

いて追及していく必要がある。


